
 
土浦商工会議所 女性創業講座 

 

あなたの想いを形に！身の丈サイズで始める、 
７ステップ起業講座 

～まずは肩ひじ張らないで大丈夫！気軽に参加してみよう～  

 何となくでも本格的にでも、起業を考えている方、最初の一歩をまず踏み出して

見ましょう。本講座では、起業には必要なもの、考え方、具体化へのプロセスまで

わかりやすく解説し、皆様の疑問や不安にお答えしていきます。あなたの新たなス

タートを応援します。是非、お気軽にこの機会にご参加ください。 

＜参加対象者＞ 
 女性の方で、本格的に起業を検討している方、起業に興味がある方など 
 ※少人数で集中的に勉強します。（男性の受講も可） 
 

開催日時 講座テーマと主な内容 講師 

２月１７日（土） 
【午前】 
10:00～12:00 
 
 

(休憩1時間) 
 
【午後】 

 13:00～15:00 
 

「起業に必要なものと、  
いろいろな起業スタイルを学ぼう」  
●気になる疑問①：起業にはお金がかかる？ 
●気になる疑問②：知識が必要？ 
●気になる疑問③：店舗をもつのが起業？ 
●各年代毎の起業スタイル 
●女性の起業はプチ自己実現  他 

・ 天 職 デ ザ イ ナ
ー  
・ 1 0 0 0人 を 超 え
る 起 業 家 育 成 コ
ーチ  
 
・ フ リ ー エ ー ジ
ェ ン ト イ ン ク 株
式会社  
代表取締役  
 

三宅哲之  

｢じぶんのビジネスを探すには  
  棚卸からアイディアの創出へ｣ 

●じぶん地図の描き方 
●じぶん自信の棚卸の進め方 
●ニッチの中のリッチ？ 
●誰を、どうしてあげたいのか… 他 

２月２４日（土） 
【午前】 
10：00～12:00 

 
 
(休憩1時間） 
 
 
【午後】 
13:00～15:00 

「商いの形の考え方と 
資金についての心構え」 

●ビジネスプランはシンプルに練る 
●商品のつくり方 
●テストマーケティングの仕方 
●家庭事業の確認とシミュレーション 
●開業費用を最小にする発想転換 
●見落としがちな運転資金   他 

｢売れる仕組みをしっかりと考えよう｣ 
●無料メディアでできる情報発信 
●ネット集客の肝は 
●リアルな営業の肝は（販路を開拓する方法） 
●顧客基盤のゴール 
●仲間をつくる！人脈は金脈？ 
●人を雇う時の注意と育成に関して  他 

◆場  所：土浦商工会議所 ３階会議室 
◆受 講 料：無料 
◆定    員：１０名（定員になり次第〆切） 
◆申込方法：申込用紙「創業講座・簡易ビジネスプラン（アイデアシート）」に必要事

項をご記入の上、ＦＡＸ又は郵送にてお申込み下さい。 
 

※お申込、お問い合せは、土浦商工会議所 商工振興課まで 
                       〒300-0043 土浦市中央 2-2-16 



                        TEL029-822-0391 FAX029-822-8844 
 

創業講座受講申込兼簡易ビジネスプラン（アイデアシート）様式 
 

 
氏名 
 
 

 
フリガナ 
 
 

 
性別 

 
 男 ・ 女 

 
年齢 

 
       歳 

 
住所 

 
〒   － 

 
TEL 

 
    （    ） 

 
FAX 

 
    （    ） 

 
現在の職業 

①  会社員（派遣社員、公務員等含む） 
②  経営者・役員、自由業、 自営業 
③専業主婦 ④学生 ⑤パート・アルバイト ⑥無職 

業     種 
(現職が無い場合

は前職) 

①サービス業 ②卸・小売業 ③飲食業 ④製造業 ⑤建設業 
⑥その他（                   ） 

 
※現時点で創業予定の事業内容などがわかる場合はご記入下さい。  
業 種  開業予定期 平成  年 月  日 
 
開業される、または開業したのは

どのよう目的、動機からですか。 
 

 
 
 
 
 

 

この事業の経験はありますか。 
  
お勤め先、経験年数、 
お持ちの資格など 

 
 
 
 

 
 
当該事業を取り巻く市場動向、顧

客ニーズ、競争相手に関する認識

をお書き下さい。 
 

 
 
 

 
 

 

想定しているまたは、取り扱って

いる商品・ｻｰﾋﾞｽ、顧客ﾀｰｹﾞｯﾄを具

体的にお書き下さい。 

 
 
 
 
 

 
 
ｾｰﾙｽﾎﾟｲﾝﾄは何ですか。 
 
 

 

 
 
 
 

 
貴方が体得したい知見・知識や、

課題と認識していることは何です

か。 
 

 
 
 
 
 

※ご記入いただいた情報は、商工会議所からの各種連絡のために利用するほか、セミナー参加者の実態調査・分析のために利用することがあります。 


